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【手続補正書】
【提出日】平成20年5月21日(2008.5.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】　過酸化ジアシルの合成方法であって、過酸化物複合体によってまたは
有機ハロゲン化アシルと過酸化物複合体との反応の生成物によって酸化され得る化合物を
実質的に含まない相溶性の非プロトン性溶媒中で、有機ハロゲン化アシルと過酸化物複合
体とを接触させる工程を含むことを特徴とする方法。
　　【請求項２】　過酸化ジアシル類の連続合成方法であって、相溶性の非プロトン性溶
媒中の有機ハロゲン化アシルからなる供給流を、過酸化物複合体からなる吸着床と連続的
に接触させて、相溶性の非プロトン性溶媒中の過酸化ジアシルからなる生成物流を生成さ
せる工程を含み、
　前記相溶性の非プロトン性溶媒には過酸化物複合体によってまたは有機ハロゲン化アシ
ルと過酸化物複合体との反応生成物によって酸化され得る化合物を実質的に含まないこと
を特徴とする方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７４
【補正方法】変更
【補正の内容】
　　　【００７４】
　　【発明の効果】
　以上説明したように、本発明によれば、安定かつ取扱い容易な酸化剤を使用して、非プ
ロトン性溶媒中で安全かつ経済的に過酸化ジアシルを高収率で製造することが可能となる
。
　以下に、本発明の好ましい態様を示す。
　　１．　過酸化ジアシルの合成方法であって、過酸化物複合体によってまたは有機ハロ
ゲン化アシルと過酸化物複合体との反応の生成物によって酸化され得る化合物を実質的に
含まない相溶性の非プロトン性溶媒中で、有機ハロゲン化アシルと過酸化物複合体とを接
触させる工程を含むことを特徴とする方法。
　　２．　過酸化ジアシルを含む相溶性の非プロトン性溶媒を収集する工程をさらに含む
ことを特徴とする１．に記載の方法。
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　　３．　水相の形成を防止するために水の存在量を制限する工程を含むことを特徴とす
る１．に記載の方法。
　　４．　前記過酸化物複合体は、実質的に前記相溶性の非プロトン性溶媒に不溶であり
、固体相として存在することを特徴とする１．に記載の方法。
　　５．　前記過酸化物複合体は、過炭酸ナトリウム、過ホウ酸ナトリウムおよび尿素／
過酸化水素付加物ならびにその混合物からなる群から選ばれることを特徴とする１．に記
載の方法。
　　６．　前記過酸化物複合体中の過酸化物の有機ハロゲン化アシルに対するモル比が、
少なくとも約１対１であることを特徴とする１．に記載の方法。
　　７．　前記方法を約－４０℃から約４０℃の間の反応温度で実施することを特徴とす
る１．に記載の方法。
　　８．　前記方法を約－２０℃から約２０℃の間の反応温度で実施することを特徴とす
る１．に記載の方法。
　　９．　前記方法を約－１０℃から約１０℃の間の反応温度で実施することを特徴とす
る１．に記載の方法。
　　１０．　反応時間が反応温度での前記過酸化ジアシルの半減期の４分の１以下である
ように選ばれる反応温度で前記方法を実施することを特徴とする１．に記載の方法。
　　１１．　前記有機ハロゲン化アシルは、フルオロ有機ハロゲン化アシル類からなる群
から選ばれることを特徴とする１．に記載の方法。
　　１２．　前記有機ハロゲン化アシルは、パーフルオロ有機ハロゲン化アシル類からな
る群から選ばれることを特徴とする１．に記載の方法。
　　１３．　前記有機ハロゲン化アシルは、ハロゲン化イソブチリルであることを特徴と
する１．に記載の方法。
　　１４．　前記相溶性の非プロトン性溶媒は、ハロカーボン、クロロフルオロカーボン
、ハイドロクロロフルオロカーボン、ハイドロクロロカーボン、ハイドロフルオロカーボ
ン、パーフルオロカーボン、ハロカーボンエーテルおよびその混合物からなる群から選ば
れることを特徴とする１．に記載の方法。
　　１５．　前記相溶性の非プロトン性溶媒は、非ハロゲン化溶媒であることを特徴とす
る１．に記載の方法。
　　１６．　前記相溶性の非プロトン性溶媒は、液体または超臨界の二酸化炭素であるこ
とを特徴とする１．に記載の方法。
　　１７．　過酸化ジアシル類の連続合成方法であって、相溶性の非プロトン性溶媒中の
有機ハロゲン化アシルからなる供給流を、過酸化物複合体からなる吸着床と連続的に接触
させて、相溶性の非プロトン性溶媒中の過酸化ジアシルからなる生成物流を生成させる工
程を含み、
　前記相溶性の非プロトン性溶媒には過酸化物複合体によってまたは有機ハロゲン化アシ
ルと過酸化物複合体との反応生成物によって酸化され得る化合物を実質的に含まないこと
を特徴とする方法。
　　１８．　前記生成物流を収集する工程をさらに含むことを特徴とする１７．に記載の
方法。
　　１９．　水相の形成を防止するために存在する水の量を制限する工程をさらに含むこ
とを特徴とする１７．に記載の方法。
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